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２ 刈谷田川 
(1) 河川の概要 

刈谷田川は、守門岳に源を発し、栃尾市、見附市を貫流して信濃川に注ぐ流域面積 239.8k

㎡、流路延長 50ｋｍの一級河川である。 

刈谷田川は古くから改修工事が行われてきた。本格的な河川改修は、昭和 19 年 7 月洪水

を契機としたもので、旧信濃川との合流点から見附市の今町大堰までの区間について昭和

27 年から中小河川改修事業により整備が進められた。 

当該区間は、五百刈地区の堤防が 160ｍにわたって破堤し、低地部では、浸水深が約２

ｍもの水位となった昭和 36 年 8 月 5日の水害を契機として、河道掘削や堤防嵩上げ等によ

りさらに流下能力の向上が図られた。 

その後、昭和 39 年 7 月 7日に発生した水害による猫興野地区や五百刈地区での破堤を契

機として災害復旧助成事業（昭和 44 年度完了）や中小河川改修事業（平成 8年度完了）に

よる河川改修に加え、刈谷田川ダム（昭和 55 年度竣工）の建設が行われた。 

 

(2) 被災の状況 
平成 16 年 7 月 13 日に発生した今回の豪雨により刈谷田川では、上流の栃尾観測所（気

象台）や刈谷田川ダム観測所では 24 時間雨量が 422 ㎜と 472 ㎜に達するなど記録的な豪

雨となった。 
この豪雨により、最も被害の大きかった中之島地区の破堤地点より上流の大堰水位観測

所では、13 日の午前 9 時 50 分に警戒水位 16.33ｍを超過し、午後 0 時 50 分までの僅か３

時間程度の間に約４ｍ近く河川の水位が急激に上昇した。また、全ての水位観測所で計画

高水位を超え、堤防天端に迫る洪水となった。 
この洪水により、刈谷田川本川の中之島地区左岸の破堤をはじめ、明晶町、河野町、宮

之原町、支川稚児清水川（2 箇所）での破堤に加え、各地で越水を引き起こすこととなっ

た。 
これらの破堤や越水により各地で発生した浸水被害は、刈谷田川流域全体で全壊家屋 54

戸、半壊家屋 307 戸、浸水家屋 2,197 戸など浸水面積 1,153ha にも及ぶ甚大な被害となっ

た。 
 図２-15 は、大堰観測所（新潟県）とその上流の栃尾観測所（新潟県）における水位状

況等を示したものである。 
 

 
 



 

表 2-2 刈谷田川被害状況（見附市、中之島町） 

浸水面積（ha） 全半壊家屋（戸） 浸水家屋（戸） 
被災市町村 

宅地 農地 計 全壊 半壊 計 床上 床下 計 
見附市、 
中之島町 250 903 1,153 54 307 361 986 1,211 2,197 

出典：刈谷田川災害復旧助成事業概要パンフレットより抜粋 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

    図 2-12 浸水状況図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

稚
児
清
水
川

 

信
濃
川

破堤箇所

床上浸水が多いエリア

浸水エリア

床下浸水が多いエリア

( 凡 例 ) N

S

E

W

 

刈
谷
田
川

 

塩 谷
川

 

西
谷
川

 

刈
谷
田
川

 猿 橋 川

 

中
之
島
川

※上図は、新潟県土木部河川管理課提供資料に加筆の上作成

図 2-13 中之島地区破堤状況 

図 2-14 被災状況（中之島町） 
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出典：新潟県 HP より作成 

図 2-15 出水状況等の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-16 水位観測所位置図 
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(3) 降雨の検証 
図 1-1 の 24 時間の等雨量線図を見ると刈谷田川流域では、上流域を中心に 400 ㎜を超

える降雨となったことがわかる。 
刈谷田川ダム観測所（新潟県）では、時間最大雨量 51 ㎜、累加雨量は 428 ㎜に達した。 
また、栃尾観測所（気象台）では、時間最大雨量 58 ㎜、累加雨量 434 ㎜と中流部に近

い地域でもかなりの降雨であったことがわかる。 
今回の降雨について、今町地点上流域での流域平均雨量として 1 日雨量を「信濃川水

系刈谷田川総合開発事業計画書（昭和 47 年 7 月）」で使用した手法（石原・高瀬）で確

率評価すると、1 日雨量 399.1 ㎜は、概ね 1/220 となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-17 刈谷田川ダム観測所雨量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-18 栃尾観測所雨量 
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(4) 水位・流量の検証 
① 流量の検証 

上流の刈谷田川ダムの洪水調節効果及び河道の流下能力を検証するため、流域をモデ

ル化し貯留関数法による流出計算により、ダム調節の有無及び破堤の有無による流出量

の違いについて各ケース毎に流出量を推定した。 
ダム調節が無く、破堤が生じなかった場合、下流から 9.3 ㎞の破堤地点（中之島地区）

における流出量は、図中の赤色の細い線が示すとおり、概ね 1,900 ㎥/s であったと推定

される。 
また、ダム調節があり、破堤が生じなかった場合は、図中の青色の細い線が示すと

おり、概ね 1,700 ㎥/s であったと推定される。 
さらに、図中の青色の太い線が示すとおり、破堤時の水防活動等を考慮した河道の満

杯流量は、概ね 1,600 ㎥/s であったと推定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-19 破堤地点（中之島地区）推定流量 
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② ダム流入量・放流量の状況 
図 2-20 は、刈谷田川の刈谷田川ダムにおける洪水調節の状況を示したものである。 
これによると刈谷田川ダムでは、約 190 ㎥/s（最大流入量約 270 ㎥/s、放流量約 80

㎥/s）を調節し約 325 万㎥の洪水をダムに貯留している。 
ダム放流量の影響については、破堤地点は、刈谷田川ダムの下流約 30 ㎞に位置して

おり、これまでの洪水の伝播により考えるとダムの放流水が破堤地点に到達するのに

約 3 時間程度かかると推定されることから、破堤が発生したと考えられる 13 時頃より

約 3 時間前の 10 時頃には、下図のとおり洪水流量を低減している。 
刈谷田川ダムが満杯となり、洪水調節機能を発揮できなくなったのは、ダム地点で

14 時以降であり、破堤地点では、17 時頃に相当する。 
 

 

図 2-20 刈谷田川ダムにおける流入・放流量 
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③ 水位の検証 
9.3 ㎞の破堤地点（中之島地区）における水位波形を推定するため、上流の大堰地点

の水位波形をもとに一次元不定流計算により求めた破堤地点の水位波形は、図 2-21 の

とおりである。 
破堤地点においては、午後 0 時 30 分前後から越水が生じ、午後１時前に破堤に至っ

たものと推定される。 
また、破堤地点付近の河道形状は、左右に大きく湾曲していることから平面二次元

解析（二次元定常解析）を用いて湾曲による左右岸の水位差を推定すると約 0.60ｍの

水位差となり、左岸破堤地点付近は、約 0.40ｍの越流水深が生じていたと考えられる。

（図 2-22） 
 
推定右岸水位 ：19.29ｍ 
推定左岸水位 ：19.87ｍ 
左右岸の水位差：約 0.60ｍ 
左岸堤防高  ：19.46m 
推定越流水深 ：約 0.40ｍ 

    
    

【参考】 
参考までに、五十嵐川で用いた手法を用いて湾曲による左右岸の水位差を推定す

ると次のとおりとなる。 
 

 
 

    
⊿h：湾曲による水位上昇量 
B ：水面幅 
V ：平均流速 
ｇ ：重力加速度 
ｒ ：曲率半径 
 

ピーク水位  ：19.60m（一次元不定流計算結果） 
左右岸の水位差：約 0.40m  
推定右岸水位 ：19.40ｍ 
推定左岸水位 ：19.80ｍ 
左岸堤防高  ：19.46m 
推定越流水深 ：約 0.30m 
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図 2-21 破堤地点（中之島地区）推定水位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-22 水位分布図 

凡例：水位 T.P.（ｍ） 

 

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

22.00

0
:0
0
0
:3
0

1
:0
0
1
:3
0
2
:0
0

2
:3
0
3
:0
0
3
:3
0
4
:0
0

4
:3
0
5
:0
0
5
:3
0

6
:0
0
6
:3
0
7
:0
0

7
:3
0
8
:0
0
8
:3
0
9
:0
0
9
:3
0
10
:0
0
10
:3
0

11
:0
0
11
:3
0
12
:0
0

12
:3
0
13
:0
0
13
:3
0

14
:0
0
14
:3
0
15
:0
0
15
:3
0

16
:0
0
16
:3
0
17
:0
0
17
:3
0
18
:0
0
18
:3
0

19
:0
0
19
:3
0
20
:0
0
20
:3
0

21
:0
0
21
:3
0
22
:0
0

22
:3
0
23
:0
0

7月13日

水
位
（
T
.P
.m
）

左岸堤防高（19.46m）

破堤地点（9.3km）

19 


	表紙
	7.13 新潟豪雨洪水災害調査委員会
	まえがき
	目次
	はじめに
	第１章 ７.１３新潟豪雨の状況
	１ 気象概要
	２ 被災状況

	第２章 洪水の検証
	１ 五十嵐川
	（１）河川の概要
	（２）被災の状況
	（３）降雨の検証
	（４）水位・流量の検証

	２ 刈谷田川
	（１）河川の概要
	（２）被災の状況
	（３）降雨の検証
	（４）水位・流量の検証


	第３章 破堤メカニズムの推定
	１ 五十嵐川（諏訪地区）
	（１）破堤の状況
	（２）破堤箇所周辺の地形分類
	（３）堤防の形状・土質の状況
	（４）破堤メカニズムの検討
	①ヒアリング結果
	②解析結果
	③調査・解析結果の整理

	（５）破堤メカニズムの推定

	２ 刈谷田川（中之島地区）
	（１）破堤の状況
	（２）破堤箇所周辺の地形分類
	（３）堤防の形状・土質の状況
	（４）破堤メカニズムの検討
	①ヒアリング結果
	②解析結果
	③調査・解析結果の整理

	（５）破堤メカニズムの推定


	第４章 今後の堤防整備・管理のあり方
	資料
	１ 「７.１３新潟豪雨洪水災害調査委員会」設置要領
	２ 委員会開催実績




